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「豊かな人間性の育成」を標榜して
　新学習指導要領が平成32年度から小学校、33年度から中学校で完全実施されます。「小学校英語の

授業の拡大」、「道徳の教科化」、「プログラミング学習の導入」が話題になっていますが、「社会に開

かれた教育課程」「主体的・対話的で深い学び」など、ＡＩ時代に逞しく生きぬく教育の実践が求められ

ています。

　入間市教育委員会では新しい学習指導要領に対応し、豊かな人間性の育成を図るため、次の3点を重

要な施策として教育行政を推進します。①『子ども未来室事業』を継続し、着実に推進するとともに、子

どもたち一人一人の夢の実現に向けて9年間の義務教育の充実を図ります。②地域の特色を生かした開

かれた学校づくりを進め、地域と連携して教育力の向上を図ります。③社会教育を総合的かつ効果的に

展開し、市民と行政の協働による推進体制を充実します。
教育長　西 澤 泰 男

小学校5年生が中学校2年生から琴の演奏の仕方を習っています。
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入間市の小中一貫教育入間市の小中一貫教育
～保幼小の連携を基盤とし、すべての子どもの自立を目指して～

特　色

教育委員会の取組

子どもの交流

中学校1年生の意識の変容 保護者の認識

教員の交流 地域との交流

子ども未来室事業

〇子ども未来室事業の基本理念を踏まえる。

〇教職員の資質・学校力の向上により、「豊かな

　人間性」を育む。

〇各中学校区の特色を生かした取組を実施する。

〇複雑な中学校区において小中一貫教育を

行う学校を指定

〇小学校教諭が中学校の授業に参加しやすく

するため、全小学校にサポーターを配置

豊岡中 黒須中

豊岡小 高倉小 黒須小

地域の方とともに地域の花壇整備

地域の行事に参加

乗り入れ授業

合同研修会（模擬授業）

合同授業

中学生による小学生への学習支援

『入学前、不安はありましたか？』

平成25年11月

72％ 90％

8％ 2％

はい いいえ

28％

67％

はい いいえ

33％

平成29年6月 平成30年1月

『不安を軽減することに効果があると思いますか。』

はい いいえ わからない

今後も
定着・発展・特化に
向けて取り組んで
いきます。
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●夏休みを利用しての教職員研修は、障害について深く考え、障害に対する理解を深める機会となり、児童生徒を

教える者としての心構えをもつことができ、指導力の向上を図ることができた。

●児童生徒が障害者トップアスリートの体験談を真剣に聞くことで、仲間同士で支え合う強い絆の大切さやハン

ディキャップを乗り越えようとする意欲や工夫を学ぶことができた。

●障害者スポーツ体験会において、児童生徒は障害のある方の技能を見て技能の高さに驚くとともに、技能を追

求する意志の強さと、ハンディキャップを乗り越えようとする意欲や工夫を学ぶことができた。

●市内にある特別支援学校の生徒と市内小・中学校の児童生徒がスポーツや共同学習等の交流を通し、お互い

の理解を深めることができた。

平成29年度文部科学省委託

学校における交流及び共同学習を通じた
障害者理解（心のバリアフリー）推進事業

【成果】

・講演（視覚障害者、アスリート） ・盲導犬　・フライングディスク　・車椅子バスケット

・県立入間わかくさ高等特別支援学校体験入学

・特別支援学級児童生徒と県立入間わかくさ高等特別支援学校生徒との共同学習

障害者スポーツを通した交流及び共同学習を実施し、互いの個性や多様性を認め合える

共生社会の形成に向けた人づくりを行う。

藤沢中

藤沢北小

小中一貫教育

藤沢小

県立入間わかくさ
高等特別支援学校

交
流

交
流連

携

事業概要

●体験や交流：
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平成30年度 入間市立幼・小・中学校 校長（園長）先生・教頭（副園長）先生の紹介

学校・幼稚園 校長・園長 教頭・副園長

あずま幼稚園 浅見　敏彦 長瀬さとみ

豊 岡 小 学 校 齋藤　　悟 日下部和史

黒 須 小 学 校 塩澤　榮一 熊田奈緒美

扇 小 学 校 古谷　　進 吉野　正美

東金子小学校 田島　　浩 佐藤　岳輝

金 子 小 学 校 村越　　新 松島　里絵

宮 寺 小 学 校 黒沢　弘文 武田　功一

藤 沢 小 学 校 後藤　　博 勝田　正敏

藤沢南小学校 奥泉　　徹 池田　邦彦

狭 山 小 学 校 酒本　希朱 石居美喜夫

西 武 小 学 校 篠塚　清治 保田　研治

藤沢東小学校 椙田　修司 松本　正彦

藤沢北小学校 須田　　昌 木村　　淳

仏 子 小 学 校 土屋　利美 増山　宗隆

学校名 校　長 教　頭

新 久 小 学 校 原田　正則 武藤　貴洋

東 町 小 学 校 大久保健一 仲田　和広

高 倉 小 学 校 山口　　勝 大舘　信浩

豊 岡 中 学 校 中田　一平 倉根　勝彦

金 子 中 学 校 古川正斗志 梶原　保彦

武 蔵 中 学 校 横山　義武 新井　　充

藤 沢 中 学 校 早川　　等 稲葉　　正

西 武 中 学 校 飯嶌　一博 𠮷田　穂高

向 原 中 学 校 野口　隆司 砂田　　一

黒 須 中 学 校 広田　和美 山元　丈司

東金子中学校 遠藤　　敏 伊藤　　潤

上藤沢中学校 小原　　茂 今泉大二郎

東 町 中 学 校 井関　義邦 森田　　匠

野 田 中 学 校 正髙　喜吉 富井　　弘

　日本社会は、超少子高齢化社会となり、ＡＩをはじめとする科学・技術も更に発展するで

しょう。誰も経験のない社会は、自ら課題を見つけ、答えを出せる人材が求められ、新たな知

識・技術・態度・能力を持った生き方が必要です。教育行政への期待も変容・多様化する中

で、「豊かな人間性の育成」を念頭に、「元気な子どもが育つまち」の実現のため、微力なが

ら取り組んでまいりますので、よろしくお願い申し上げます。

　新学習指導要領に対応し、ゆとりある学校生活を実現するため、以下のとおりモデル事業を実施いたします。

御理解と御協力をいただきますようお願いいたします。

山 本 和 人 　委員

教育ニュース

２学期を８月２５日～１２月２４日とするモデル事業について

新教育委員に 山本 和人 氏

　　　　平成３０年７月に就任！

新教育委員に 山本 和人 氏

　　　　平成３０年７月に就任！

対　象

≪東金子中学校区≫
　●東金子小学校　●新久小学校
　●東金子中学校

≪東町中学校区≫
　●東町小学校　　●東町中学校

上記5校以外（従来通り）

2学期の期間

8月25日（土）～12月24日（月）
始業式：8月27日（月）

終業式：12月21日（金）

始業式：9月3日（月）
終業式：12月27日（木）

2学期の始業式・終業式

9月1日（土）～12月27日（木）

≪平成30年度 モデル事業の対象と期間≫


